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編

集

後

記

例
年

な
ら
ば
満
開
で
あ
る
筈

の
つ
ゝ
じ
も
、
今
年

は
ま
だ
チ
ラ
ホ
ラ
と

い

っ

た
有
様

で
、

そ
の
代
り
毛
虫

に
喰
わ
れ
て
無
残
な
姿
を
さ
ら
す
筈

の
葉
桜
が
、

つ
や
や
か
な
緑
を
し
た

ゝ
ら

せ
て
お
り
ま
す
。
本
号
が
果
し
て

つ
ゝ
じ
か
桜
木

か

、
先
輩
諸
兄
姉
の
忌
渾

の
無

い
御
評
言
を
是
非
御
聞
か
せ
下
さ

い
。

こ
の
と

こ
ろ
院
生

の
数
も
増
え
、
発
表
機
関
も
多
岐
に
渉

る
よ

う
に
な
り
、

な
か
な
か
先
輩
諸
氏
の
御
投
稿
が
戴

け
な
い
状
況

で
し
た
が
、
本
号
に
は
横
山

正
氏

の
御
投
稿
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
進
古
豪

、
呉
越

同
舟

の
姿

こ

そ
、
何
に
も
ま
し
て
本
誌

の
発
展

の
糧
か
と
存
じ
ま
す
。
先
輩
諸
氏

の
御
遠
慮

は
何
卒
御
無
用
に
願

い
ま
す
。

奥
村
教
授

の
御
帰
還
と
殆
ん
ど
入
れ
違

い
の
様
に
今
度

は
迫
野
氏
が

ソ
ウ

ル

へ
御
出
講

、
院
生

に
も
外
国
人
四
名
を
迎
え
、
研
究
生
に
も
三
人
と
、
当
学
科

も
甚
だ
国
際
色
豊
か
に
な

っ
て
参
り
ま

し
た
の
は
、
時

の
勢

い
で
も
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
確
実
な
変
化

の
手
応
え
も

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と

い
う
感
想
を
持

つ

昨
今

で
す
。

(
N
記
)

執

筆

者

紹

介

安

部

美

絵

岡

島

昭

浩

松

下

博

文

中

野

三

敏

横

山

正

添

田

建
治
郎

田

中

道

雄

九
州
大
学
大
学
院

(修
士
課
程
)

九
州
大
学
大
学
院

(修
士
課
程
)

九
州
大
学
大
学
院

(修
士
課
程
)

九
州
大
学
文
学
部
教
授

大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授

山
口
大
学
人
文
学
部
助
教
授

佐
賀
大
学
教
養
部
教
授

《
規

定

》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し

て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員

に
限
る
が
、

そ

れ
以
外
の
方

に
投
稿
を
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

三
十

枚

内

外

を

一
応
の
規
定
と

し
、
そ
の
際
、

二
枚
程
度

の
要
旨
を
添
付
さ
れ

た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に

つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会

に

一
任
さ
れ
た
い
。

四
、

刊
行

は
年

二
回

(春

・
秋
)
を
原
則
と
す
る
。

五
、

刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額
維
持
会
員
三
千
円

(
各
号
二
部
配
布
)
、

通
常
会
員
千
五
百
円

(
各
号

一
部

配
布

)
と
す
る
。

六
、
執
筆
者

に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜

刷
を
実

費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。


